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ごあいさつ

代表取締役社長

このたびの平成28年熊本地震により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げ
ます。被災地の一日も早い復興を、三菱総研グループ一同、心からお祈りします。

株主の皆様には平素格別のお引き立てとご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
2016年9月期第2四半期累計期間（2015年10月1日～2016年3月31日）の連結決算
と当社グループの現況をご説明申し上げます。

経常利益 61.5億円
前期比 5.8％増

売上高 880億円
前期比 3.1％増

当社グループは、シンクタンク・コンサルティング（TTC）とITサービス（ITS）の
両輪で事業を推進し、両事業の連携・シナジーによる持続的成長を目指しています。
第2四半期累計期間のTTCは、中央省庁および一般産業向けの売上が伸長しま
したが、先行投資等により経費も増加した結果、利益は前年同期並みにとどまりま
した。ITSは、電力自由化にともなう大型システム開発案件などの一般産業向
け案件が伸長したことに加え、リソース配分の改善による稼働の向上や外注費
などのコスト削減が進み、大幅な増益となりました。
これらの結果、同累計期間の連結業績は、売上高、経常利益とも前年同期実績
および期初公表予想を上回りました。また、中間配当は、期初予想どおり1株
当たり30円といたしました。
その一方で、事業計画の進捗や足もとの受注状況を点検した結果、通期の業績予想
を修正することといたしました。グループ内で事業の再配置を進めた結果、事業
移管コストが新たに発生したこと、並びに一部事業の進展が計画に比べて遅れる
見込みとなったことを織り込み、見直しを行ったものです。
当社グループは、未来共創の志で「人と組織の持続的成長」を目指してまいります。
皆様におかれましても、引き続きご理解・ご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

（2015年10月30日公表予想から修正いたしました）

通期業績予想

当期純利益 35.5億円
前期比 3.9％減

親会社株主に帰属する



■  中央省庁向けに加え、電力会社や鉄道会社向けシステム開発案件が増収に寄与
■   増収効果などにより、経常利益は大幅な増益。純利益も、投資有価証券売却益が減少も、増益を維持
■ 足もとの受注状況や大口顧客向け案件の進捗状況に鑑み、通期予想を下方修正

売上高 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円）

経常利益 （単位：百万円） 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （単位：百万円）

通期第2四半期累計 通期第2四半期累計

2013年9月期

81,127

37,898

2014年9月期

87,400

42,211

2015年9月期

85,354

39,449

2016年9月期

88,000
（予想）

42,195

2013年9月期

5,370

2,891

2014年9月期

6,079

3,960

2015年9月期

5,552

3,205

2016年9月期

5,800
（予想）

3,659

421億95百万円
（前年同期比 7.0％増）

36億59百万円
（前年同期比 14.2％増）

通期第2四半期累計 通期第2四半期累計

2013年9月期

5,566

2,970

2014年9月期

6,442

4,061

2015年9月期

5,813

3,289

2016年9月期

6,150
（予想）

3,846

2013年9月期

2,885

1,550

2014年9月期

3,405

2,106

2015年9月期

3,692

2,102

2016年9月期

3,550
（予想）

2,246

38億46百万円
（前年同期比 16.9％増）

22億46百万円
（前年同期比 6.9％増）

http://www.mri.co.jp/ir/index.htmlWeb

　決算説明会動画配信中
2016年4月28日に開催した2016年9月期第2四半期決算説明会の模様を、
当社ホームページでご覧いただけます（2016年7月中旬まで）。

決算のポイント



● シンクタンク・
　 コンサルティングサービス

● I T サービス

■  売上高は、電力、鉄道、電気機器など一般産業向け
が増収に寄与も、賞与や事務所賃借料など固定
費増加の影響が大きく、利益は前年同期並み

■  受注高は大幅に増加も、その多くが出足好調な
来期売上予定分であることから、通期業績予想
を下方修正

■  電力会社向け大型システム開発案件が増収に貢献。
利益面では、増収に加え、リソース配分の改善や
コスト抑制により、前年同期比大幅増益

■  大口顧客向け案件の本格化は後ろ倒しも、好調
な稼働を背景とした原価改善効果により、通期
経常利益予想を2億円引き上げ

売上高 （単位：百万円） 売上高 （単位：百万円）

経常利益 （単位：百万円） 経常利益 （単位：百万円）

売上高構成比

35％

売上高構成比

65％

2015年9月期より事業セグメントを変更しております。

通期

第2四半期累計

通期

第2四半期累計

2014年9月期

32,532

13,898

149億17百万円
（前年同期比 11.5％増）

272億78百万円
（前年同期比 4.6％増）

2014年9月期

54,867

28,312

2015年9月期

35,030

13,382

2015年9月期

50,324

26,067

2016年9月期

34,000
（予想）

14,917

2016年9月期

54,000
（予想）

27,278

通期

第2四半期累計

通期

第2四半期累計

2014年9月期

2,870

1,928

18億90百万円
（前年同期比 1.5％増） 19億25百万円

（前年同期比 33.6％増）

2014年9月期

3,666

2,193

2015年9月期

3,546

1,861

2015年9月期

2,231

1,441

2016年9月期

2,950
（予想）

1,890

2016年9月期

3,200
（予想）

1,925

セグメント別業績



日本の「ものづくり技術」を活かした
医療機器開発を促進

治療や診断などに用いられる医療機器は、4,000種
類以上（30万品目以上）あると言われており、今後、
高齢化の進展でますますその需要が高まります。
しかし、ものづくり技術を誇る日本において、医療機
器は輸入超過となっており、日本の技術が機器開発
に十分に活かせていません。このため、国として
2010年度から医工連携による課題解決型の医療機
器開発の推進に取り組んでいます。
当社は本事業において、ものづくり技術を活かした
医療機器の開発・改良を、医学と工学、課題とシーズ
のマッチング面で支援しています。例えば、ある繊
維メーカーは、経編（タテアミ）技術で業界をリード
してきましたが、この技術を活用し、医療機関と協力
して、小児の心臓の成長に合わせて伸長する「心臓修
復パッチ」を開発しました。
そのほかにも、人工関節や内視鏡など多様な医療機
器の開発を支援しています。今後とも当社は、高齢
社会を迎える日本の医療産業の発展に貢献してまい
ります。

世界的課題の解決へ
課題解決先進国日本

2050年には世界人口は
100億人を超えるとも言
われています。一方、世
界には、飢餓、平和、格差、
エネルギーなど、地球規
模で取り組まなければ
ならない課題が山積しています。これらに対して、
これまで多くの課題に向き合い、解決をしてきた課
題解決先進国日本が貢献できることは多いはずです。
当社では、ミャンマーへの中央銀行業務システム・港
湾EDI*（＝Electronic Data Interchange）構築支援、
バングラデシュへの省エネ推進支援業務など、途上
国、新興国に向けたさまざまな支援を行っています。
7月発行予定の未来読本『PHRONESIS（フロネシ
ス）』では、100億人が豊かな生活を送れる社会を目
指し、エネルギー、防災、食、ヘルスケア、教育につい
て、具体的な解決策を探ってまいります。

当社ニュースリリース、決算発表などIRに関する
情報に加え、TV出演や寄稿など当社研究員の
活動予定を電子メールでお知らせしています。
是非ご登録ください。

＊港湾EDI：港湾関連の行政手続きを電子的に処理するシステム。

トピックス

＜医療機器の例＞

人工関節 内視鏡

　　  広報・IRメール配信サービス登録受付中

http://www.mri.co.jp/ir/index.htmlWeb



株式の状況（2016年3月31日現在）

株主メモ

発行可能株式総数 60,000,000株
発行済株式の総数 16,424,080株
株主数 3,086名
所有者別分布状況

株主数 
（名）

構成比
（%）

株数
（千株）

構成比
（%）

金融機関 23 0.75 3,339 20.33 
金融商品取引業者 19 0.62 52 0.32 
その他の法人 132 4.28 9,872 60.11 
外国法人等 103 3.34 841 5.12 
個人・その他 2,809 91.01 2,318 14.12 
合　計 3,086 100.00 16,424 100.00 
※株数（千株）は百の位を切捨て

事業年度 10月1日から翌年9月30日まで
定時株主総会 12月
基準日 定時株主総会議決権行使株主確定日 9月30日
 期末配当金支払株主確定日 9月30日
 中間配当金支払株主確定日 3月31日
 （ 上記のほか必要ある場合は、取締役会の決

議によりあらかじめ定めた日）

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
郵便物送付先 〒137-8081
 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
 TEL 0120-232-711（フリーダイヤル）
  9：00～17：00（土・日・祝日を除く）

会社概要（2016年3月31日現在）

会社名

英文社名

本社所在地

設立年月日

資本金

従業員数

ホームページ　http://www.mri.co.jp/

株式会社三菱総合研究所

Mitsubishi Research Institute, Inc.

〒100-8141
東京都千代田区永田町二丁目10番3号

1970年5月8日

6,336百万円

   883名（単体）
3,617名（連結）

表紙　模型製作：テラダモケイ　模型撮影：益永研司

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

2015年9月期決議通知に同封させていただきましたアン
ケートに、多数の皆様よりご回答をいただき、誠にありが
とうございました。アンケート結果の一部をご報告いたし
ます。頂戴いたしました貴重なご意見は、今後のIR活動・
情報発信等に活かしてまいります。
なお、今号でもアンケートを実施しております。ご協力い
ただきました方には、今号トピックスページで取り上げま
した『フロネシス』最新号をお届けいたします（ご回答者
数が1,000名を超えた場合は抽選）。ご返信期限は2016年
7月15日（当日消印有効）です。

 アンケート結果報告 

〒100-8141　東京都千代田区永田町二丁目10番3号
TEL 03-6705-6001　URL http://www.mri.co.jp/

■今後取り上げてほしい／充実してほしいテーマ（複数回答）

今後の事業計画

株主への利益還元方針

業界の動向

業務・財務情報

社会貢献活動
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